
太陽光発電設備
施工手順書

　本書は、新築住宅等を対象とした太陽光発電設備の標準的な施工手順を整
理したものです。安全確保と品質向上を目的に、施工の基本的な流れおよび
留意点を整理しています。本書のほかに「詳細版」「施工手順動画」も用意
していますので、併せてご活用ください。
　なお、実際の施工にあたっては各メーカーの設置マニュアルを必ず遵守し
てください。

公益財団法人 東京都環境公社

概要版



施工の全体フロー
太陽光発電設備の施工は、各メーカーの設置マニュアル遵守が前提です。本手順書では、
一般的な施工の流れや留意点を解説します。

－1－

・屋根材・下地構造の確認
・屋根の耐荷重・防水・防火・災害（積雪・強
風・塩害）チェック
・近隣への影響確認（反射、騒音等）
・他業者との情報共有（配線ルート、足場設置・
撤収時期等）

設計・調査・情報共有

・屋根上での位置確認・墨出し
・設置用架台の取り付け
・配線準備
・太陽電池モジュールの設置
・パワーコンディショナの設置
・蓄電池の設置
・分電盤・アース接続

施工

・晴天時の試運転・発電量測定
・動作確認・安全確認

試運転・検査

・今後の維持・点検に備え、施工記録の整備

・現場のルール・マナーを厳守する。
・工程ごとに役割分担を明確化する。
・確認作業の担当者を決定しておく。
・工程管理や情報共有の方法を現場で徹底する。
・商品の納期を確認し、工期に間に合わないトラブルを防ぐ。
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屋根の上での作業「墨出し」「架台設置」
太陽電池モジュールを設置する前の準備として、屋根の上で設置位置の目印付け（墨出し）、
金具の取り付け、架台の設置、防水確認を行います。

－2－

墨出し

・高所作業時はフルハーネスを使用し、墜落防止を徹底する。
・強風・降雨・降雪時は作業を中止する。
・架台位置と防水処理を確認してから次工程へ。

1

設置用架台の取り付け2

防水確認3

ポイントポイントポイントポイントポイントポイント

屋根形状や下地（木造の場合は垂木位置）を
確認し、正確に基準線を墨出し。構造に応じ
て方法を選ぶ。

墨出し線に沿って架台を固定。屋根材や下地
の構造に合ったビス・固定方法を選ぶ。

架台取付後、防水層の貫通部や止水処理に問
題がないかを点検する。



屋根の上での作業「太陽電池モジュール設置」
架台に沿って配線を準備し、太陽電池モジュールを架台に設置します。

－3－

配線ケーブル・アース線の
仮置き

1
架台に沿って配線を仮置きし、他業種の作業
と干渉しないルートを確認する。

モジュールの搬入2
損傷や汚れがないか確認し、荷揚げ・受け渡
し時は、落下・飛散防止を徹底する。

架台への固定3
設計どおりの位置にモジュールを設置。屋根
材や下地に合わせ、メーカー指定のトルクで
確実に締め付ける。

ケーブル接続および結線確認4
コネクタを正しい極性で接続。配線が挟まれ
たり、引っ張られたりしないよう注意し、
アーク（放電）による発熱や火災を防ぐ。

ポイントポイントポイントポイントポイントポイント

・モジュールは2名以上で安全に運搬・設置する。
・強風時はモジュールがあおられやすいため、作業を中止する。
・直流電流による感電を防ぐため、絶縁手袋を着用し、日射を遮る。
・作業後は接続部や固定部の状態を最終確認する。



ポイントポイントポイントポイントポイントポイント

パワーコンディショナと蓄電池の設置
太陽電池モジュールで発電した電力を家庭で利用できるように、パワーコンディショナや
蓄電池を設置します。設計図に基づき、現場の状況を確認しながら安全に施工します。
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パワーコンディショナの設置

・設計図に基づき、屋内外の設置条件を確認する。
・結線部の極性・緩みを点検し、正しく接続する。

1

蓄電池の設置2

分電盤への接続および
アース接続

3

設計で指定された位置に設置し、結線や固定
を行う。防水・防塵性能（IP等級）を確認
し、雨水やほこりが入らないようにする。

設計図に基づき、転倒防止を行い、浸水や火
災のリスクがない位置に設置する。

端子やコネクタを正しく接続し、アーク（放
電）や発熱を防ぐ。配線の隙間は水や小動
物・虫が入り込まないように封止する。



ポイントポイントポイントポイントポイントポイント

検査・試運転
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設置工事の完了後、試運転を行い、正常に発電・送電できることを確認します。測定結果や
施工記録を整理し、今後の維持管理に備えます。

・試運転時は感電・転落などの安全対策を徹底する。
・記録類は設置者・所有者双方で共有し、今後の点検・メンテナンスに
活用する。

検査・試運転の実施1

確認および記録の整理2

記録の保管3

宅内の電気設備が受電可能な状態であること
を確認し、試運転を行う。発電量や電圧を測
定し、異常がないか確認する。試運転・検査
は晴天時に実施する。

施工状態や測定結果を複数人で確認し、
写真・図面・報告書などの記録を整理する。

整理した記録は維持管理のために保管し、
今後の点検に備える。



まとめ
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　本資料は、新築住宅等への太陽光発電設備の設置に当たって、施工の品質と安全を確保す
るための参考となるべく作成した手順書です。
　実際の施工に当たっては、各メーカーが定める施工マニュアル及び各種法令等を必ず遵守
し、現場の実情に応じた柔軟な判断と安全管理を徹底してください。また、メーカーによっ
ては、施工講習や現場立会い、技術相談窓口などの支援制度を設けています。これらを積極
的に活用することで、より安全で確実な施工が実現できます。
　本資料が、事業者の皆様の技術力向上に寄与することを願っています。

　あわせて公開される「詳細版」および「施工手順動画」も参考にし、実際の作業イメージ
を確認しながらご活用ください。



参考情報・関連資料
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　太陽光発電設備の設計・施工・保守等に関連する行政機関および業界団体の公式サイトを
示します。制度やガイドラインの最新情報の確認にご活用ください。

  行政機関・公的団体

公益財団法人 東京都環境公社（クール・ネット東京）
https://www.tokyokankyo.jp/

東京都環境局
https://www.kankyo.metro.tokyo.lg.jp/

環境省
https://www.env.go.jp/

経済産業省 資源エネルギー庁
https://www.enecho.meti.go.jp/

  業界団体・研究機関

一般社団法人 太陽光発電協会（JPEA）
https://www.jpea.gr.jp/

国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
https://www.nedo.go.jp/

一般社団法人 環境共生まちづくり協会
https://www.kkj.or.jp/

一般社団法人 日本電機工業会（JEMA）
https://www.jema-net.or.jp/

  監　修　　塩　将一


